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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

９
月
現
在
の
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）
数
は
約
３
１
９
０
万
人
で
す
。

そ
の
う
ち
、
認
知
症
の
方
は
軽
度

認
知
障
害
を
含
め
る
と
約
８
６
０
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
４
人
に
１
人
に
認
知
障
害
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
は
も
っ
と
多
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
病
気
で
す
。
認
知
症
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
方
、
不
安
に
思
っ
て

い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
認
知
症
の
定
義
や
仕
組
み

な
ど
基
礎
的
な
こ
と
を
知
り
、
認

知
性
に
な
る
と
ど
う
い
う
状
況
に

な
る
か
、
も
し
も
自
分
や
家
族
が

認
知
症
に
な
っ
た
場
合
の
向
き
合

い
方
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
留
意
点
等
を
実
践

的
に
学
ぶ
た
め
、
こ
の
冬
の
学
習

交
流
会
は
、
認
知
症
を
テ
ー
マ
に

学習交流会案内

■日　時　12月７日（月）
　　　　　午後１時 30 分開会
■会　場　清掃会館地下ホール
■テーマ　認知症と
　　　　　　どう向き合うか
■講　師　小松友恵さん
　　　　　（国分寺診療所在宅療養支援部長）
■懇親会　午後３時から
　　　　　（学習会終了後）
■参加連絡　11 月 21 日期限

小石川後楽園のイロハモミジ

来春の主な行事

●新春の集い
＜日　時＞１月30日（土）
　　　　　12 時 30 分開場
＜場　所＞小石川後楽園涵徳亭
＜会　費＞ 3,500 円
＜申込み＞ 12 月の定例連絡にて
　　　　　案内します。

●演芸鑑賞会（企画中）
＜日　時＞３月17日（木）予定
＜公　演＞国立演芸場３月中席
＜会　費＞弁当付 2,000 円の予定
＜申込み＞２月の定例連絡にて
　　　　　案内の予定。

実
際
に
認
知
症
患
者
と
向
き
合
っ

て
い
る
専
門
家
で
す
。
貴
重
な
お

話
し
を
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
参
加
く
だ
さ
い
。
学
習
会
終

了
後
は
懇
親
会
を
も
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
30
日
に
「
新
春
の

集
い
」、
３
月
17
日
に
「
演
芸
鑑
賞

会
」
を
行
い

ま
す
。
こ
ち

ら
に
も
参
加

く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
ど
う
向
き
合
う
か

12
月
７
日
に
実
践
的
学
習
会
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
医
療
の
現
場
で
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バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
の
タ
ー
レ
ッ

ト
式
構
内
運
搬
車
が
音
も
な
く
走

り
回
り
、
商
品
を
詰
め
た
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
や
段
ボ
ー
ル
箱
で
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
迷
路
の
よ
う
な

狭
い
通
路
、
プ
ロ
の
買
い
付
け
が

済
ん
だ
時
間
帯
な
の
に
、
喧
噪
と

し
た
市
場
の
活
況
ぶ
り
を
十
分
想

像
で
き
ま
し
た
。
10
月
19
日
の
築

活
魚
の
い
け
す
、
魚
が
し
横
丁
を

見
学
。
昼
食
は
「
す
し
鮮
」
で
旨

い
寿
司
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
を
通
じ
て
、
築
地

市
場
の
豊
洲
移
転
（
16
年
11
月
開

場
の
計
画
）
に
対
す
る
疑
問
が
強

ま
り
ま
し
た
。
東
京
ガ
ス
の
都
市

ガ
ス
製
造
過
程
で
生
成
さ
れ
た
有

害
物
質
で
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
、

「
日
本
最
大
級
の
汚
染
地
帯
」
と
い

わ
れ
た
豊
洲
の
土
壌
汚
染
対
策
工

事
は
「
多
数
の
区
域
で
工
事
未
実

施
」
等
の
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
、
食

加
で
き
ま
す
。
次
の
企
画
は
あ
な

た
の
「
○
○
へ
行
き
た
い
」
の
ひ

と
言
で
決
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

品
流
通
の
専
門
家
は

「
新
市
場
は
一
般
客

の
立
ち
入
り
が
規
制

さ
れ
た
大
手
流
通
資

本
向
け﹃
物
流
倉
庫
﹄

に
過
ぎ
な
い
」
と
指

摘
し
、
多
く
の
市
場

関
係
者
が
反
対
し
て

い
ま
す
。
移
転
は
誰

の
た
め
の
も
の
か
疑

問
だ
ら
け
で
す
。

　

北
鎌
倉
駅
集
合
、

建
長
寺
境
内
を
抜
け

て
登
山
道
に
入
り
、

富
士
山
や
湘
南
の
海

の
展
望
を
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
の
体

調
を
考
慮
し
て
中
断

し
下
山
し
ま
し
た

が
、
色
づ
き
始
め
た

木
々
に
秋
を
感
じ
ま

鎌倉アルプスよりの鎌倉中心部と湘南の海眺望

建長寺仏殿（重要文化財）

気
持
ち
よ
く
晴
れ
た
鎌
倉
に

秋
を
感
じ
た
ミ
ニ
旅
で
し
た

今年の旅行会は
残念ながら中止

　

11
月
15
日
か
ら
一
泊
で
計
画
し
て
い
た

旅
行
会
は
、
参
加
申
込
者
が
予
定
数

を
大
き
く
下
回
っ
た
た
め
、
中

止
に
し
ま
し
た
。
旧
退
職
者
会

時
代
よ
り
30
年
に
及
ぶ
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
行
事
だ
け
に
残
念
で
す
。

　

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
参
加

希
望
が
少
な
か
っ
た
原
因
を
分
析
し
た

上
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
。

　
「
歩
こ
う

会
」
の
行
事

は
誰
で
も
参

築
地
市
場
探
検

実
際
に
見
て
強
ま
っ
た

築
地
市
場
移
転
へ
の
疑
問

地
市
場
見
学
に
21
名

参
加
。
中
央
市
場
退

職
者
会
の
仲
間
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
、

青
果
物
と
水
産
物
の

仲
卸
業
者
売
り
場

や
、
競
り
の
場
所
、

築地市場全景（構内に鉄道を引き
込んでいたため扇形をしている）

水産物仲卸業者売り場

　
「
い
ざ
、
カ
マ
ク
ラ
」
集
い
し
四

天
王
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
。
10
月
28

日
の
「
歩
こ
う
会
・
鎌
倉
ア
ル
プ

ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者
は
４
人
。

ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い
人
数
で
し
た

が
、
天
気
に
は
恵
ま
れ
、
暑
い
く

ら
い
の
晴
天
で
し
た
。
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長
、
庄
司
事
務
局
長
、
戸
枝
会
計
、
渡

辺
幹
事
が
参
加
。
▼
９
月
15
日
、
日
比

谷
公
会
堂
で
全
国
高
齢
者
集
会
。
庄
司

事
務
局
長
、
戸
枝
会
計
、
古
口
幹
事
が

参
加
。
▼
９
月
27
日
、
連
合
会
館
で
東

京
清
掃
第
85
回
定
期
大
会
。
庄
司
事
務

局
長
と
戸
枝
会
計
が
参
加
。
▼
10
月
８

日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
東
京

清
掃
主
催
「
区
民
と
清
掃
労
働
者
を

つ
な
ぐ
対
話
集
会
」。
５
名
参
加
。
▼

10
月
15
日
、
自
治
労
都
本
部
で
自
治

退
都
本
部
幹
事
会
。
柳
副
会
長
と
庄

司
事
務
局
長
が
参
加
。
総
会
議
案
等

検
討
。
▼
10
月
19
日
、
築
地
市
場
見

学
会
。
内
容
は
別
記
。
▼
10
月
20
日
、

連
合
会
館
で
東
京
清
掃
15
賃
金
確
定

第
一
波
総
決
起
集
会
。
庄
司
事
務
局

長
と
戸
枝
会
計
が
参
加
。
▼
10
月
27

日
に
第
５
回
三
役
会
。
下
半
期
活
動

計
画
等
検
討
。
▼
戦
争
法
案
反
対
等

＊
９
月
７
日
の
第
２
回

幹
事
会
か
ら
10
月
27
日

の
第
５
回
三
役
会
ま
で

▼
９
月
７
日
に
学
習
交

流
会
。
内
容
は
本
紙
前

号
で
報
告
。
▼
９
月
14

日
、
日
本
教
育
会
館
で

地
公
三
単
産
・
地
公
退

高
齢
者
集
会
。
柳
副
会

退職者会
活動日誌

の
集
会
・
行
動
に
延
べ

17
件
・
118
名
参
加
。
▼

事
務
局
会
議
・
事
務
業

務
は
10
回
。
東
京
清
掃

の
引
越
対
策
等
実
施
。

東京清掃の賃金確定闘争を応援

　

10
月
13
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、

①
月
例
給
１
４
１
３
円
（
０
・
35
％
）・
う

ち
子
の
扶
養
手
当
５
０
０
円
引
上
げ
、
②
一

時
金
０
・
１
月
引
上
げ
（
４
・
30
月
）
を

勧
告
し
ま
し
た
。
月
例
給
・
特
別
給
と

　

清
掃
事
業
の
区
移
管
か
ら
16
年

目
。
偽
装
請
負
の
疑
い
が
あ
る
車

付
雇
上
が
横
行
し
、
半
数
近
い
区

で
新
規
採
用
が
10
年
も
の
間
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
別
区
が
清
掃

事
業
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
打
破

の
た
め
、
東
京
清
掃
は
清
掃
事
業

の
公
共
性
復
権
を
目
指
し
て
、
区

民
と
直
接
つ
な
が
る
取
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
６
月
の
自
治
研
集
会

で
推
薦
区
議
と
恊
働
の
取
組
み
を

行
い
、
そ
の
発
展
形
と
し
て
10
月

８
日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
「
区
民
と
清
掃
労
働
者
を
つ
な

ぐ
対
話
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
訪
問
収
集
や
環
境
学

習
な
ど
区
民
に
ふ
れ
あ
う
業
務
を

紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
、
林
家

ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
の
環
境
漫
才

で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
東
京
清
掃
の
取

組
み
姿
勢
を
紹
介
し
た
後
、
区
民

や
区
議
か
ら
質
問
や
意
見
を
出
し

て
も
ら
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
の
収
集
・
処
理
以
外
の

業
務
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
東
京
清
掃
の
目
指
す
方
向
を

市
民
に
直
接
訴
え
る
機
会
を
設
定

で
き
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
し
た
。
次
は
、

地
域
ご
と
に
も
っ
と

突
っ
込
ん
だ
議
論
を

す
る
き
め
細
か
な
取

組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

環境漫才を演じる
林家ライス・カレー子

自
然
に
や
さ
し
く
人
に
や
さ
し
く

　

区
民
と
清
掃
労
働
者
を
つ
な
ぐ
対
話
集
会

庄司事務局長
も
に
２
年
連
続
の
引
上
げ
で
す
が
、
管
理
職

層
に
手
厚
く
配
分
し
、
一
般
職
員
の
給
料
表

改
善
は
ゼ
ロ
に
近
い
と
い
う
差
別
的
構
造
で

す
。
ま
た
、
勤
勉
手
当
の
一
律
拠
出
適
用
範

囲
の
全
職
員
へ
の
拡
大
と
拠
出
割
合
の
引
上

げ
に
言
及
す
る
な
ど
、
国
の
姿
勢
に
追
随
す

る
反
動
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
賃
金
合
理
化
が
仕
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。
退
職
者
会
は
各
決
起
集
会
を
激

励
し
、
東
京
清
掃
の
闘
い
を
応
援
し
ま
す
。
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は
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始
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ろ
！
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「
あ
れ
は
採
決
で
は
な
い
。」「
イ
ン
チ
キ

で
行
わ
れ
た
戦
争
法
は
無
効
だ
。」

　

戦
争
法
が
国
会
通
過
し
た
９
月
19
日
を

決
し
て
忘
れ
ず
、「
戦
争
反
対
！
」
の
声
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
毎
月
19
日

に
定
例
行
動
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

１
回
目
の
10
月
19
日
、
国
会
前
に
１
万
人

に
近
い
市
民
・
労
働
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
・
政
党
代
表
・
各
界
有
志
の
発

言
は
み
な
「
怒
っ
て
い
る
ぞ
！
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
言
葉
で
表
現
す
る
も
の
で
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
「
国
民
は
モ
チ
を
食
え
ば

忘
れ
る
」
と
高
を
く
く
っ
て
い
ま
す
。
と

ん
で
も
な
い
。毎
月
19
日
の
行
動
や
、沖
縄
・

原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
労
働
法
制
な
ど
の
闘
い

を
結
合
し
、
安
倍
退
陣
へ
向
け
た
大
き
な

う
ね
り
を
つ
く
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
の
圧
倒
的
反
対
の
声
を
無
視
し
て

「
戦
争
を
す
る
国
」
に
向
け
て
暴
走
す
る
安

倍
政
権
は
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
反
対
を
圧
殺

し
て
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
引
に
推
し

進
め
、
さ
ら
に
、
周
辺
自
治
体
や
市
民
の

声
に
耳
を
貸
さ
ず
、
危
険
満
載
機
オ
ス
プ

レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
２
千
人
を
超
え
る
市
民
・

労
働
者
の
結
集
で
、「
オ
ス
プ
レ
イ
Ｎ
Ｏ
」

「
横
田
基
地
は
い
ら
な
い
」
と
、
横
田
基
地

へ
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
、
東
京
清
掃
は
１
割
行
動
で

対
応
し
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

「オスプレイＮＯ」
横田基地でアピール

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会

戦争法「インチキ採決」
9月19日を忘れない！

　

石
川
一
雄
さ
ん
の
有
罪
が
確
定

し
た
寺
尾
差
別
判
決
か
ら
41
年
。

10
月
30
日
、
日
比
谷
で
狭
山
集
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

弁
護
団
等
か
ら
、「
検
察
が
渋
々

開
示
し
た
証
拠
だ
け
で
も
石
川
さ

ん
の
無
実
は
明
白
だ
が
、
さ
ら
に

検
察
が
隠
し
持
つ
証
拠
を
開
示
さ

せ
て
、
高
裁
の
再
審
開
始
決
定
を

か
ち
と
り
、
来
年
に
は
解
決
し
た

い
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
冤
罪
に

苦
し
ん
だ
足
利
事
件
の
菅
谷
さ
ん
、

布
川
事
件
の
桜
井
さ
ん
、
再
審
は

開
始
さ
れ
た
も
の
の
未
だ
無
罪
に

な
っ
て
い
な
い
袴
田
事
件
袴
田
さ

ん
の
お
姉
さ
ん
が
応
援
に
か
け
つ

け
、「
石
川
さ
ん
は
無
実
だ
。」
と

訴
え
ま
し
た
。
特
に
足
利
事
件
の

菅
谷
さ
ん
が
「
裁
判
所
は
間
違
い

を
正
さ
な
い
。
な
ぜ
私
が
犯
人
と

さ
れ
た
の
か
未
だ
に
解
ら
な
い
。

謝
る
ま
で
絶
対
に
許
さ
な
い
。謝
っ

て
も
許
さ
な
い
。」
と
訴
え
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
の
郡
司
さ
ん
な
ど
、

石
川
さ
ん
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
高
裁
前
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
応
援

し
て
い
る
市
民
が
揃
い
の
ハ
ッ
ピ

姿
で
登
壇
し
歌
を
披
露
、
支
援
の

輪
の
拡
大
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

揃いのハッピで登壇
会員の郡司さん

退
職
者
会
は
集
会

に
５
名
参
加
、
石

川
さ
ん
の
無
罪
を

か
ち
と
る
ま
で
支

援
し
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。


